
  

こ
の
度
、
４
月
１
日
付
け
で

北
海
道
森
林
管
理
局
長
に
就
任

し
ま
し
た
猪
島
で
す
。
北
海
道

勤
務
は
初
め
て
で
す
の
で
、
現

場
を
よ
く
見
て
、
地
域
の
皆
様

方
の
ご
意
見
も
よ
く
聞
き
な
が

ら
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

北
海
道
に
は
３
百
万

ha

を

超
え
る
国
有
林
が
あ
り
、
道
全

体
の
森
林
面
積
の
約
６
割
を
占

め
る
な
ど
広
大
で
、
国
有
林
に

対
す
る
期
待
も
大
変
大
き
い
も

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

た
め
、
道
民
は
も
と
よ
り
国
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
益
重
視

の
管
理
経
営
を
推
進
し
、
道
内

の
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
に

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え 

て
い
ま
す
。 

道
内
国
有
林
の
う
ち
、
先
人

達
が
植
え
育
て
て
き
た
ト
ド
マ

ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
人
工
林

が
65

万
ha
に
も
及
び
、
こ
の
約

４
割
以
上
が
50

年
生
を
超
え

る
な
ど
本
格
的
な
利
用
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富
な
森

林
資
源
を
「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、

植
え
る
」
と
い
っ
た
形
で
循
環

利
用
に
取
り
組
み
、
林
業
の
成

長
産
業
化
を
は
じ
め
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ

や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

循
環
利
用
を
進
め
る
に
当
た

っ
て
は
、
人
工
林
大
径
材
の
出

材
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
中

で
、
木
材
の
持
続
的
・
計
画
的

な
供
給
は
も
と
よ
り
、
道
産
材

の
需
要
拡
大
や
加
工
・
流
通
の

合
理
化
に
向
け
て
新
た
な
取
組

に
挑
戦
し
て
い
く
事
業
体
な
ど

へ
の
安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
木

造
化
が
進
ま
な
か
っ
た
都
市
部

の
中
高
層
建
築
物
の
木
造
化
・

木
質
化
の
取
組
が
加
速
化
し
て

き
て
い
る
中
で
、
こ
の
機
を
逃

す
こ
と
な
く
道
産
材
の
利
用
拡

大
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
伐
採
後
の
「
植
え
る
」

を
進
め
る
上
で
、
植
栽
や
下
刈

り
な
ど
の
コ
ス
ト
縮
減
が
大
き

な
課
題
で
す
。
こ
の
た
め
、
伐

採
と
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
の
推
進
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
利

用
拡
大
や
成
長
が
よ
り
優
れ
て

い
る
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
等
の
活

用
な
ど
に
よ
り
、
低
コ
ス
ト

化
・
省
力
化
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
と
り
わ
け
森
林
整

備
の
中
で
労
働
負
荷
が
高
い
下

刈
り
作
業
に
つ
い
て
、
大
型
機

械
を
活
用
し
た
作
業
体
系
の
確

立
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
少
子
・

高
齢
化
の
急
速
な
進
展
に
伴
い

働
き
手
が
減
少
す
る
中
で
、
林

業
の
分
野
で
も
省
力
化
や
機
械

化
な
ど
は
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
で
あ
り
、
国
有
林
の
持
つ
強

み
（
組
織
・
技
術
力
・
資
源
）

を
最
大
限
に
活
か
し
て
新
た
な

技
術
に
試
行
的
・
先
導
的
に
取

り
組
み
、
そ
の
成
果
を
「
見
え

る
化
」
し
民
有
林
の
関
係
者
の

皆
様
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
が

国
有
林
の
重
要
な
使
命
の
一
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。 

一
方
、
国
有
林
の
約
８
割
近

く
が
天
然
林
で
構
成
さ
れ
、
原

生
的
な
森
林
が
広
が
っ
て
お

り
、
そ
の
中
に
は
シ
マ
フ
ク
ロ

ウ
や
レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
な

ど
希
少
な
野
生
動
植
物
が
生

息
・
生
育
す
る
な
ど
、
学
術
的

に
も
価
値
の
高
い
森
林
が
数
多

く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重

な
森
林
を
適
正
に
保
全
・
管
理

す
る
と
と
も
に
、
希
少
種
の
保

護
、
遺
伝
資
源
の
保
存
等
に
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。 

さ
ら
に
、
近
年
、
局
地
的
な

集
中
豪
雨
等
が
増
加
傾
向
に
あ

り
大
き
な
自
然
災
害
が
頻
発
す

る
中
で
、
今
後
、
山
地
災
害
の

発
生
リ
ス
ク
が
一
層
高
ま
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靭
化
対
策
等
に
よ
り
計
画
的

な
治
山
対
策
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
国
土
交
通
省
の
流
域
治

水
対
策
と
も
連
携
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
る
考
え
で

す
。 ま

た
、
大
規
模
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
被
害
状
況
の
把

握
や
応
急
対
策
な
ど
の
初
動
体

制
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

民
有
林
も
含
め
た
被
害
状
況
調

査
や
地
元
自
治
体
等
へ
の
技
術

的
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
被
災
地

の
早
期
復
旧
に
向
け
、
緊
張
感

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。 

私
ど
も
北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
地
元
の
皆
様
方
の
ご
要

望
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
地
域
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
や
地
域

振
興
に
貢
献
す
る
取
組
を
展
開

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
長 

着
任
あ
い
さ
つ 
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昭和 60 年 04 月   農林水産省入省（宮崎大学卒業） 
平成 06 年 08 月   熊本営林局 八代営林署長 
平成 18 年 10 月   環境省 自然環境局 野生生物課 鳥獣保護業務室長 
平成 21 年 04 月  秋田県 農林水産部 森林技監 
平成 24 年 07 月  林野庁 森林整備部 研究保全課 森林保全推進室長 
平成 27 年 04 月   国立研究開発法人 森林総合研究所 総括審議役 
平成 28 年 04 月   林野庁 森林整備部 治山課長 
平成 30 年 01 月   林野庁 林政部 木材産業課長 
平成 31 年 04 月   国立研究開発法人 森林研究・整備機構 理事 
令和 03 年 04 月   北海道森林管理局長 

新局長 猪島 康浩




